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持続可能な関係人口創出プロジェクト

取組背景・地域課題 取組体制

⚫ 2018年に地域の20〜30代有志が中心となり立ち上げたSwitchは、
廃校を活用して整備した田村市テレワークセンター「テラス石森」
の運営や、移住・定住支援、空き家活用等に行政・地域と連携して
取り組み、市の重点政策の一つである関係人口創出に貢献してきた。

⚫ しかし、Switchの人員体制の制約もあり、関係人口創出の取組を
さらに前進させるには、地域内でともにまちづくりに取り組む活動
人口とのネットワーク・協力体制の拡大が必要となっていた。

取組の目的と内容

関係人口創出に向けた地域内の協力の輪を広げ、
地域外の関係人口・地域内の活動人口を巻き込んだ持続可能なまちづくりの実現を目指す

取組のポイント 取組の主な成果

支援対象団体担当者からの声

支援者 （株）日本総合研究所
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•田村市内事業者・地域住民
•気仙沼まち大学運営協議会
• (一社) トナリノ
• (株) カヤック
• (同) choinaca 等

⚫ 関係人口の受け入れに向けて地域の理解・協力を広げてい
くため、田村市における関係人口創出に向けた中長期的な
取組のあり方について整理する。

⚫ その上で、地域の協力者を広げながら関係人口を創出する
具体的な取組を企画・試行し、その結果を踏まえ今後の取
組や体制を整理する。

⚫ 関係人口や地域の活動人口の拡大に関わる先駆的
な取組を行うプレーヤーを招いた講演・ワーク
ショップを開催。先進事例に学びつつ、地域内の
関心を広げ、新たな協力者を開拓する契機とする。

⚫ 先進地域を視察し、現地のプレーヤーとの交流・
対話から田村市での取組推進のヒントを得る。

関係人口の受け皿となる地域の体制づくり事業 先進地域に学ぶ視察・ワークショップ事業2１

関係人口・活動人口拡大に向けた構想を整理！

• 全国各地の関係人口拡大や、個人の自分らしい
なりわいづくりを促す取組に実績を有する講師
を招聘し、田村市における関係人口・活動人口
拡大に向けたワークショップを開催した。なり
わいづくりのワークショップからは参加者コ
ミュニティが立ち上がるなど手応えが得られた。

• 先進地域視察では、気仙沼市・陸前高田市を訪
問。地域の多様な担い手を育む取組の実践例、
その背景にあるノウハウ・課題等を学んだ。

団体にとって学びの多いワークショップ・先進地域視察を実施！

視察研修の実施の様子

講師を迎えて行った
小さななりわいづくり
ワークショップの様子

• Switchが今後関係人口・活動人口拡大の取組
を進めていくにあたっての構想・流れを、図式
によって整理。

• 下記のワークショップ・先進地域視察での学び
も活かし、地域の活動人口とのつながりを段階
的に拡大・深化させていく巻き込みのための取
組について具体的に検討を実施した。

⚫ 関係人口・活動人口拡大に向け、Switch、
田村市において目指すべき目標・ビジョ
ンを整理することができた。

⚫ ワークショップを通じ、小さななりわい
づくりサポートなど、今後Switchが注力
していく取組を見出すことができた。

⚫ 視察研修で気仙沼市・陸前高田市の取組
に触れたことで、地元とのコミュニケー
ションの重要性を再認識するとともに、
Switch内での事業の全体構造の再整理、
「ミッション・ビジョン」の再検討も進
んだ。

田村市における関係人口
拡大に向けた構想イメージ

これまでは目の前にある取組・事業だけで精一杯で、団体内としての今後のあり方や、地域との
関わり方を十分に検討することができていませんでしたが、視察研修等をきっかけに、今後の
Switchの「ミッション・ビジョン」についてメンバー間で再検討する機会を設けることができまし
た。チーム内の議論でも、これまでよりも深い内容を率直に話し合えるようになっています。関係
人口・活動人口拡大に向け、今後さらに取組を積極的に進めていきたいと考えています。




